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こんにちは。

新メカニズム情報プラットフォーム事務局です。
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◇トピックス◇

■□ 二国間クレジット制度説明会

～途上国で低炭素技術・製品等の海外展開を始めたい方々への説明会を開催します～
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◆二国間クレジット制度説明会 ～途上国で低炭素技術・製品等の海外展開を始めたい方々

への説明会を開催します～◆

世界の平均気温は、過去 100 年で 0.74 度上昇し、21世紀末までに 1.8～4.0 度上昇する

と推定されています。地球温暖化は、海面上昇、異常気象、生態系異変などにも影響を与

えていますが、産業革命以降、人間の活動が生み出す二酸化炭素排出量が増加し、大気中

の二酸化炭素を含む温室効果ガスの濃度が上昇していることが最大の要因と言われていま

す。

現在の人間の活動による二酸化炭素の排出量は、森林等が自然に吸収できる量の約 2 倍

以上にも達していると言われております。さらに、発展途上国や新興国においては、今後

も人口増加や急速な経済発展が見込まれており、気候変動問題に効果的に対処するために

は、先進国・途上国の双方が、技術・市場・資金を十分に活用して世界中で「低炭素成長」

を達成することが必要となります。

日本国政府は、日本の優れた低炭素技術・製品・システム・サービス・インフラ等の普

及や対策実施を通じ、実現した温室効果ガス排出削減・吸収への我が国の貢献を定量的に

評価し、我が国の削減目標の達成に活用する「二国間クレジット制度」を構築・実施して

います。これまで、モンゴル、バングラデシュ、エチオピア、ケニア、モルディブ及びベ

トナムにおいて制度を開始するための文書に署名するとともに、インドネシアなどアジア

各国を中心に制度構築に向けた協議を行っています。

「二国間クレジット制度」のプロジェクトとしては、再生可能エネルギー（太陽光発電

や風力発電など）や高効率発電、省エネ家電、低排出自動車、工場省エネなど、大小様々



なプロジェクトが想定されます。

2010 年から日本の事業者様の協力を得て本制度下のプロジェクト実現可能性調査を延

べ 191 件実施したところですが、日本国政府としては、実現可能性が高い新たなプロジェ

クトの掘り起こしを進めてまいりたいと考えております。

今般、途上国への低炭素技術・製品等の海外展開などのお考えがある方々に向けて「二

国間クレジット制度」の活用方策を知っていただくための説明会を開催しますので、ご興

味のある方は是非ご参加ください。

開催日時：2013 年 7 月 22 日（月）16:00～17:30（受付開始 15:30～）

会場：東海大学校友会館 阿蘇の間・朝日の間

地図：http://www.tokai35.jp/staticpages/index.php/acc-000

定員：250 名

主催：外務省、経済産業省、環境省

参加費：無料

プログラム：

15:30-16:00 受付

16:00-16:10 開会挨拶（外務省）

16:10-16:40 二国間クレジット制度の概要とメリット（環境省）

16:40-17:10 具体的プロジェクトの事例紹介（経済産業省）

17:10-17:30 質疑応答

参加申込

（１）氏名、（２）所属（会社名又は団体名、部署名、役職名）、（３）電話番号、（４）FAX



番号、（５）電子メールアドレスを記載の上、電子メール又は FAX にて、平成 25年 7月 19

日(金)18:00 までに、下記の申込先までお申込みください。受付完了後、事務局から折り返

し御連絡差し上げます。

なお、いただいた個人情報は、説明会主催者及び説明会事務局において共有しますが、本

説明会の連絡以外の目的で使用いたしません。

＜申込先＞

説明会事務局 三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社

Tel: 03-6733-3400 （直通）

Fax: 03-6733-1028

電子メール：jcm-seminar@murc.jp

担当：山口、綿引（わたひき）、邉見（へんみ）

本文は、下記の URL からもご覧いただけます。

⇒ http://www.mmechanisms.org/event/details_130722openseminar.html
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◆メールマガジン・その他問い合わせは、事務局までメールにてご連絡ください。

info@mmechanisms.org

◆メール配信停止ご希望の方は、以下のページの「配信停止」より手続きください。

https://a04.hm-f.jp/index.php?action=C1&a=693&f=2&g=1&c=1275&code=400fae8b574bd9

a33b7384ceb6883393
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